
本
稿
の
は
じ
め
に
─
前
稿
と
の
関
連
─

　
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
は
、
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
『
小
学
国
語
』

（
昭
和
二
八
年
度
初
版
）
を
編
集
・
発
行
し
た
。
こ
こ
に
「
北
海
道
に
は
北
海
道

の
教
科
書
を
」
と
い
う
北
海
道
国
語
教
育
関
係
者
の
長
年
の
悲
願
が
実
現
し
た
。

こ
の
後
さ
ら
に
「
北
海
道
化
」
を
進
展
さ
せ
る
作
業
が
継
続
し
、
改
訂
版
、
三

訂
版
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
前
稿
で
は
、
北
海
道
小
学
校
国
語
教
科
書
『
小
学
国
語
』
の
初
版
の
編
集
・

発
行
に
つ
い
て
、
背
景
、
実
態
、
特
色
等
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
そ
こ

で
、
本
稿
で
は
、
そ
の
続
編
と
し
て
、
改
訂
版
、
三
訂
版
に
つ
い
て
、
編
集
の

経
緯
、
教
科
書
の
実
態
・
特
色
及
び
意
義
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。
延
い
て
は
、
本
教
科
書
が
、
戦
後
教
科
書
検
定
制
度
下
に
お

け
る
地
方
版
国
語
教
科
書
の
一
つ
の
特
色
あ
る
試
み
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言

及
し
た
い
。

Ⅱ
　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
改
訂
版
）
の
実
態
と
特
色

１
　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
改
訂
版
）
発
行
の
背
景

　
第
四
回
全
道
国
語
教
育
研
究
大
会
は
、
昭
和
二
十
七
年
十
月
二
十
九
日
、
札

幌
市
の
山
鼻
小
学
校
を
会
場
に
し
て
開
か
れ
た
。
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
が
編

集
・
発
行
し
た
ば
か
り
の
『
小
学
国
語
』（
昭
和
二
八
年
度
初
版
）
の
改
訂
が
早

く
も
話
題
に
さ
れ
、
協
議
の
結
果
、
次
の
よ
う
な
結
論
に
達
し
て
い
る
。

　
各
地
区
代
表
か
ら
、
地
区
で
討
議
し
た
結
論
の
報
告
や
意
見
希
望
等
が
述

べ
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、（
１
）
低
学
年
用
挿
絵
は
全
般
的
に
書
き
か
え
る
必

要
が
あ
る
。（
２
）
文
章
、
挿
絵
の
よ
り
適
正
を
は
か
り
た
い
。（
３
）
供
給

本
は
も
っ
と
上
質
紙
と
し
た
い
。
な
ど
と
い
う
意
見
が
出
て
、
こ
れ
ら
の
実

現
の
た
め
に
改
訂
の
方
向
を
と
る
こ
と
と
な
り
、
出
版
社
の
代
表
者
か
ら
も

改
訂
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
誠
意
を
も
っ
て
そ
れ
に
応
ず
る
準
備
が
あ
る
と

い
う
力
強
い
激
励
が
あ
り
、
事
務
局
長
三
浦
氏
は
、
執
筆
者
を
代
表
し
て
改

訂
決
議
の
提
案
を
し
、
こ
こ
に
改
訂
案
可
決
、
次
年
度
採
用
教
科
書
か
ら
更

に
す
ぐ
れ
た
も
の
を
子
ど
も
た
ち
に
使
わ
せ
る
目
安
が
は
っ
き
り
し
た
。
１

─　　─２８

　

昭
和
二
〇
年
代
に
お
け
る
地
方
版
国
語
教
科
書
の
研
究

─
─
北
海
道
版
国
語
教
科
書
の
実
態
と
特
色
（
二
）─
─

吉
　
田
　
裕
　
久



　
こ
う
し
て
、
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
は
、
初
版
を
出
し
た
翌
年
、
直

ち
に
改
訂
版
（
二
九
年
度
）
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
上
の
文
章
中

に
も
登
場
し
て
い
た
連
盟
事
務
局
長
の
三
浦
一
は
、
後
年
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
せ
っ
か
く
で
き
上
っ
た
教
科
書
を
改
訂
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
に
つ
い
て
、

あ
る
人
か
ら
、
で
き
上
っ
て
す
ぐ
変
え
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
、
二
、

三
年
は
そ
の
ま
ま
使
用
す
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
手
紙
を
も
ら
っ
た

の
は
「
小
学
国
語
」
改
訂
の
話
の
で
た
直
後
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
も
、
む
り
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
と
は
考
え
る
が
、
日
進
月
歩
の
時
代

に
北
海
道
版
だ
け
が
古
い
ま
ま
に
年
を
経
る
と
い
う
こ
と
も
良
心
的
で
な
い

と
考
え
、
で
き
た
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
改
訂
す
る
こ
と
に
ふ
み

切
っ
た
。

　
初
め
て
で
き
た
北
海
道
版
と
し
て
は
、
た
し
か
に
よ
く
で
き
て
い
た
と
は

思
っ
た
が
、
短
時
日
に
仕
上
げ
た
と
い
う
欠
点
は
、
お
お
い
去
る
わ
け
に
は

い
か
な
か
っ
た
。
大
き
な
望
み
で
は
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
日
本
一
の
す

ぐ
れ
た
国
語
教
科
書
を
め
ざ
し
た
。

　
改
訂
に
ふ
み
切
っ
た
大
き
な
要
素
は
つ
ぎ
の
点
で
あ
っ
た
。

○
文
章
表
現
、
語
い
、
文
字
提
出
を
調
整
し
た
。

○
教
材
の
中
で
、
子
ど
も
の
理
解
し
に
く
い
も
の
を
一
そ
う
し
、
風
土
的
色

彩
の
あ
る
も
の
に
さ
し
か
え
る
よ
う
に
し
た
。

○
さ
し
え
を
全
面
的
に
か
き
か
え
、
明
る
く
、
リ
ア
ル
な
も
の
を
採
用
し
、

と
く
に
子
ど
も
の
服
装
季
節
感
を
十
分
考
え
た
。
な
お
動
植
物
に
つ
い
て

は
、
実
情
と
ず
れ
が
生
じ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
。
─
─
こ
の
改
訂
版
は
、

昭
和
二
十
九
年
度
、
三
十
年
度
に
使
用
さ
れ

─（
傍
線
は
引
用
者
、
以

た
─
２

下
同
じ
）

　「
日
進
月
歩
の
時
代
に
北
海
道
版
だ
け
が
古
い
ま
ま
に
年
を
経
る
と
い
う
こ
と

も
良
心
的
で
な
い
と
考
え
、
で
き
た
ば
か
り
で
は
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
改
訂
す

る
こ
と
に
ふ
み
切
っ
た
」
─
─
お
そ
ら
く
こ
れ
が
本
音
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
本

来
な
ら
ば
、
現
場
の
使
用
に
対
す
る
反
応
を
見
て
、
そ
の
改
訂
版
の
作
成
を
試

み
た
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
時
間
は
な
か
っ
た
。
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、

こ
の
改
訂
版
は
、
も
と
も
と
初
版
の
一
部
訂
正
と
い
う
性
格
を
有
し
て
い
た
の

で
あ
る
。「
日
本
一
の
す
ぐ
れ
た
国
語
教
科
書
」
と
は
い
さ
さ
か
大
仰
な
表
現
で

は
あ
る
が
、
こ
う
し
た
意
識
の
基
に
改
訂
に
踏
み
切
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の

意
気
込
み
の
強
さ
は
、
十
分
に
伝
わ
っ
て
く
る
。

２
　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
改
訂
版
）
の
実
態

　
昭
和
二
九
年
度
改
訂
版
は
、
教
育
出
版
か
ら
全
国
版
（
前
稿
の
符
号
で
は
Ｄ
）

と
北
海
道
版
（
同
、
Ｅ
）
の
二
種
が
同
時
に
刊
行
さ
れ
た
。

　
こ
の
両
者
の
教
科
書
で
多
く
の
教
材
が
併
用
さ
れ
た
が
、
全
国
版
と
北
海
道

版
と
で
異
な
っ
て
い
る
（
北
海
道
版
に
固
有
の
）
教
材
を
書
き
出
し
て
み
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
矢
印
の
上
が
『
改
訂
　
国
語
』（
全
国
版
）、
下
が

『
改
訂
　
小
学
国
語
』（
北
海
道
版
）
で
あ
る
。

　「
一
の
上
」　
　（
挿
絵
が
大
き
く
改
め
ら
れ
、
北
海
道
化
さ
れ
て
い
る
。）

　「
一
の
中
」　
　
め
だ
か
→
う
ぐ
い
の
こ

　「
一
の
下
」　
　
す
な
は
ま
→
山
の
上

　「
二
の
上
」　
　
ひ
ば
り
の
お
う
ち
→
こ
う
し

　「
二
の
下
」　
　
た
こ
あ
げ
→
そ
り
す
べ
り

　「
三
の
上
」　
　
異
同
な
し

─　　─２９



　「
三
の
下
」　
　
か
た
つ
む
り
日
記
→
私
の
か
ん
さ
つ
日
記

　
　
　
　
　
　
　
ラ
ッ
パ
→
馬
と
お
お
か
み

　「
四
の
上
」　
　
宮
沢
賢
治
→
依
田
勉
三

　「
四
の
下
」　
　
異
同
な
し

　「
五
の
上
」　
　
シ
ナ
リ
オ
を
読
み
ま
し
ょ
う
　
に
し
ん
漁
（
新
設
）

　「
五
の
下
」　
　
風
景
・
た
ん
ぼ
・
山
の
子
ど
も
・
春
→
夜
風

　
　
　
　
　
　
　
良
沢
と
玄
白
→
最
上
徳
内

　「
六
の
上
」　
　
パ
ス
ツ
ー
ル
→
宮
部
金
吾

　
　
　
　
　
　
　
キ
ャ
ン
プ
日
記
→
阿
寒
観
光
日
記

　「
六
の
下
」　
　
異
同
な
し

　
以
上
、
多
少
の
教
材
の
入
れ
替
え
は
あ
っ
た
が
、
一
教
科
書
当
た
り
一
教
材

程
度
、
連
盟
が
意
気
込
ん
だ
ほ
ど
に
は
大
き
な
変
革
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
も

前
年
度
発
行
の
北
海
道
版
初
版
と
比
べ
る
な
ら
ば
さ
ほ
ど
大
き
く
異
な
る
も
の

で
は
な
か
っ
た
。
初
版
か
ら
一
年
し
か
経
っ
て
い
な
い
こ
と
、
し
か
も
現
場
で

の
使
用
経
験
を
持
た
な
い
こ
と
な
ど
、
変
更
を
考
え
る
た
め
の
条
件
が
整
っ
て

い
な
か
っ
た
こ
と
が
大
き
な
背
景
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
第
四
回
全
道
国
語
教
育
研
究
大
会
（
昭
和

二
七
年
一
〇
月
二
九
日
）
で
の
討
議
の
結
果
、「
１
低
学
年
用
挿
絵
は
全
般
的
に

書
き
か
え
る
必
要
が
あ
る
。
２
文
章
、
挿
絵
の
よ
り
適
正
を
は
か
り
た
い
。」
を

ふ
ま
え
て
、
北
海
道
的
に
改
善
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、「
一
の
上
」
の
冒
頭

部
で
登
場
人
物
の
服
装
や
身
の
周
り
の
挿
絵
が
北
海
道
向
け
に
な
っ
て
い
る
。

改
訂
版
の
最
大
の
特
徴
は
、
こ
の
挿
絵
の
改
善
・
改
革
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、

挿
絵
を
変
え
る
と
教
科
書
の
イ
メ
ー
ジ
は
大
き
く
変
わ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
見
栄

え
」
で
あ
る
。
こ
の
挿
絵
の
改
訂
か
ら
、
教
科
書
の
北
海
道
化
に
向
け
て
、
大

─　　─３０



き
く
前
進
し
た
と
い
う
印
象
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
長
ズ
ボ
ン
で

あ
っ
た
り
、
残
雪
で
あ
っ
た
り
、
暖
房
器
具
で
あ
っ
た
り
、
春
の
イ
メ
ー
ジ
が

大
き
く
身
近
に
感
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
挿
絵
レ
ベ
ル
で
は
あ
っ

た
が
、
他
な
ら
ぬ
「
自
分
た
ち
の
教
科
書
」
の
実
現
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。　３０

ペ
ー
ジ
に
、
冒
頭
の
四
ペ
ー
ジ
を
示
し
た
。
上
が
全
国
版
、
下
が
北
海
道
版
で

あ
る
。Ⅲ

　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
三
訂
版
）
の
実
態
と
特
色

１
　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
三
訂
版
）
編
集
・
発
行
の
経
緯

　
大
き
な
改
革
は
、
三
訂
版
に
現
れ
た
。「
北
海
道
国
語
教
育
」
第
一
一
号
に
は
、

齋
藤
七
郎
次
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
委
員
長
の
「
小
学
国
語
の
改
訂
に
つ
い
て
」

と
い
う
論
稿
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
八
年
、
二
九
年
に
継
ぐ
三
回
目
の
改
訂

に
向
け
て
「
宣
言
」
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　
世
の
中
は
刻
一
刻
前
進
し
て
い
る
。

　
そ
の
前
進
に
つ
れ
て
、
こ
と
ば
が
創
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
単
語
だ
け
で

な
く
、
或
程
度
ま
と
ま
っ
た
話
こ
と
ば
も
、
徐
々
で
は
あ
る
が
、
変
化
し
つ

つ
あ
る
。

　
こ
と
ば
を
表
す
文
字
も
日
々
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
文
章
も
ま
た
然
り
で

あ
る
。

　
国
語
の
教
科
書
は
、
こ
れ
ら
の
前
進
に
対
し
て
、
適
切
な
敏
感
さ
を
も
っ

て
、
修
正
が
加
え
ら
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
単
な
る
追

随
的
な
修
正
で
は
な
く
、
国
語
生
活
の
理
想
的
な
論
理
性
、
簡
潔
性
、
優
美

性
に
立
っ
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
う
し
た
立
場
に
立
っ
て
、
わ
が
「
小
学
国
語
」
は
常
に
、
現
場
の
教
師

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
て
い
る
。
又
、
子
供
達
の
感
覚
の
清
新
さ
を
、
教
材

の
上
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
怠
ら
な
か
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
常
に
修
正
を
加
え
て
き
て
い
る
こ
と
は
、
昔
の
教
科
書
の

よ
う
に
、
弟
妹
に
そ
の
ま
ま
譲
れ
な
い
と
い
う
不
都
合
は
あ
っ
た
が
、
そ
の

不
都
合
を
克
服
し
て
、
な
お
余
り
あ
る
程
の
教
科
書
の
本
質
と
し
て
の
価
値

を
高
め
て
き
た
つ
も
り
で
あ
る
。

　
今
、
わ
が
「
小
学
国
語
」
は
、
本
年
の
展
示
会
に
は
一
年
の
改
訂
版
を
、

来
年
は
二
、
三
学
年
と
い
う
よ
う
に
大
幅
な
改
訂
を
計
画
し
て
い
る
。
思
慮

稠
密
に
、
あ
く
ま
で
北
海
道
に
育
つ
日
本
人
の
、
り
っ
ぱ
な
国
語
教
科
書
と

し
て
天
下
に
誇
示
で
き
る
も
の
を
作
り
あ
げ
た
い
と
念
じ
、
且
つ
努
力
し
て

い
　
こ
の
齋
藤
の
教
科
書
改
訂
に
関
す
る
言
わ
ば
総
論
を
受
け
て
、
三
浦
一
が
各

論
と
も
言
う
べ
き
「
小
学
国
語
第
一
学
年
（
上
中
下
）
改
訂
の
趣
意
」
に
つ
い

て
、
同
号
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
教
科
書
は
、
全
国
的
な
視
野
に
立
っ
て
い
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な

い
が
、
今
回
は
と
く
に
北
海
道
各
地
の
要
望
に
答
え
、
北
海
道
地
域
の
特
性

を
生
か
し
た
。

○
題
材
の
選
定
に
つ
い
て

①
児
童
の
生
活
に
即
し
て
題
材
を
選
定
し
、
生
活
的
な
場
の
な
か
で
国
語
の

諸
能
力
が
習
得
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
考
慮
し
た
。

②
入
門
段
階
に
あ
る
と
い
う
特
殊
性
を
つ
ね
に
意
識
し
、
題
材
の
配
列
に
は
、

国
語
能
力
の
発
展
に
即
応
す
る
よ
う
十
分
に
考
慮
し
た
。

③
学
習
生
活
、
家
庭
生
活
、
遊
び
の
生
活
、
自
然
、
物
語
な
ど
、
子
ど
も
の

る
。
３
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生
活
を
め
ぐ
る
広
い
領
域
か
ら
題
材
を
選
び
学
習
に
変
化
を
あ
た
え
る
と

と
も
に
、
ゆ
た
か
な
言
語
経
験
が
あ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
た
。

④
季
節
、
行
事
な
ど
に
即
し
て
題
材
を
選
ぶ
よ
う
に
し
、
と
く
に
北
海
道
地

域
の
自
然
的
、
社
会
的
な
特
性
に
適
応
す
る
細
心
の
注
意
を
は
ら
っ
た
。

　
と
く
に
北
海
道
の
風
土
的
な
特
殊
条
件
を
考
え
た
も
の
の
例
を
あ
げ
る
と
、

つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
１
　
桜
の
開
花
期
…
五
月
上
旬
に
し
た
。

　
２
　
運
動
会
を
春
、
遠
足
を
秋
に
し
、
北
海
道
の
学
校
行
事
の
慣
習
に
合

わ
せ
た
。

　
３
　
夏
休
み
、
冬
休
み
の
時
期
、
期
間
を
道
内
の
も
の
と
合
わ
せ
る
よ
う

に
し
た
。

　
４
　
雪
の
降
る
時
期
、
雪
を
中
心
に
し
た
遊
び
、
行
事
、
馬
そ
り
、
石
炭

ス
ト
ー
ブ
な
ど
、
北
海
道
の
も
の
に
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

⑤
題
材
執
筆
者
の
中
に
は
、
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
も
く
わ
わ
り
、
北
海
道

の
子
ど
も
の
作
品
も
く
わ
え
た
。

○
学
習
活
動
の
組
織
に
つ
い
て
（
以
下

　
一
年
生
用
教
科
書
の
改
訂
は
、
教
科
書
全
体
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
。「
北

海
道
化
」
に
向
け
た
五
原
則
と
も
言
う
べ
き
五
項
目
が
右
の
よ
う
に
示
さ
れ
た
。

桜
の
開
花
、
運
動
会
、
夏
休
み
、
冬
休
み
な
ど
、
季
節
・
行
事
の
「
北
海
道
化
」

が
促
進
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
北
海
道
版
国
語
教
科
書
は
、
そ
の
意
味
で
、
地
域

色
も
反
映
し
た
「
地
域
読
本
」
的
色
彩
を
帯
び
て
い
た
と
言
っ
て
良
か
ろ
う
。

　
こ
の
三
訂
版
の
編
集
会
議
の
様
子
が
、
源
政
一
に
よ
っ
て
、「
小
学
国
語
（
上

中
下
）
編
集
会
議
─
上
京
記
─
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

三
訂
版
の
背
景
、
あ
る
い
は
具
体
的
な
編
集
過
程
を
知
る
上
で
貴
重
で
あ
る
。

略
）
４

　
一
月
七
日
、
北
国
な
ら
四
月
を
思
わ
せ
る
暖
か
い
午
後
の
日
の
さ
す
舗
道

を
歩
い
て
い
る
と
、
昨
朝
一
尺
余
の
積
雪
を
分
け
て
駅
へ
か
け
つ
け
た
札
幌

の
町
の
こ
と
が
夢
の
よ
う
で
あ
る
。
北
海
道
版
「
小
学
国
語
」
編
集
連
絡
会

議
は
、
こ
の
日
午
後
一
時
半
教
育
出
版
会
議
室
で
開
か
れ
た
。
参
加
者
は
北

海
道
国
語
教
育
連
盟
か
ら
事
務
局
長
三
浦
一
、
常
任
委
員
源
政
一
、
本
間
留

次
郎
、
高
倉
清
、
下
沢
清
の
五
氏
、
教
育
出
版
社
か
ら
は
専
務
小
坂
佐
久
馬
、

常
務
宍
戸
馨
、
編
集
長
樽
井
近
義
、
国
語
編
集
部
平
田
与
一
郎
、
田
中
愛
子
、

五
島
恭
夫
の
六
氏
と
、
そ
れ
に
東
京
都
真
土
小
学
校
長
高
野
柔
蔵
氏
が
加

わ
っ
た
。

　
小
坂
専
務
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
平
田
氏
か
ら
一
年
生
の
決
定
原
稿
に
つ
い

て
の
詳
細
な
報
告
が
行
わ
れ
協
議
に
は
い
っ
た
。

　
先
ず
上
巻
は
、
全
部
改
め
ら
れ
、
文
字
も
、
よ
り
早
い
時
期
に
生
活
か
ら

自
然
に
提
出
さ
れ
る
よ
う
な
、
新
し
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い
た
。
中
巻
下
巻

で
は
、
当
国
語
連
盟
員
の
執
筆
に
な
る
文
も
取
材
さ
れ
、
よ
り
清
新
で
、
よ

り
郷
土
的
な
も
の
と
な
っ
た
。
と
く
に
問
題
と
な
っ
た
「
運
動
会
」「
遠
足
」

の
配
列
時
期
が
、
道
内
の
学
校
行
事
と
一
致
す
る
よ
う
改
め
ら
れ
た
こ
と
は
、

い
っ
そ
う
使
い
や
す
い
教
科
書
と
な
っ
た
。
こ
の
間
こ
と
ば
の
提
出
、
こ
と

ば
づ
か
い
な
ど
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
が
、
と
く
に
さ
し
絵
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
点
は
細
部
に
わ
た
っ
て
検
討
し
、
訂

正
し
得
る
部
分
は
直
ち
に
手
配
す
る
よ
う
申
し
入
れ
た
。
さ
し
絵
原
画
は
す

で
に
製
版
工
場
に
半
分
以
上
手
渡
さ
れ
て
い
た
の
で
、
こ
の
原
画
を
天
然
色

の
ス
ラ
イ
ド
に
取
っ
た
も
の
を
別
室
で
映
写
し
、
鑑
賞
し
な
が
ら
、
牛
舎
、

サ
イ
ロ
、
屋
根
、
大
根
ほ
し
、
こ
く
わ
な
ど
一
々
不
都
合
な
箇
所
を
指
摘
し

た
。
一
年
生
の
教
科
書
は
文
字
よ
り
も
む
し
ろ
さ
し
絵
が
本
体
と
さ
え
考
え
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ら
れ
る
ほ
ど
重
要
な
役
目
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
ら
、
慎
重
な
態
度
で
望
み
、

か
き
直
し
を
嫌
う
一
流
画
家
に
さ
え
直
ち
に
連
絡
を
と
る
熱
心
さ
で
あ
っ
た
。

　
翌
八
日
は
午
前
中
、
製
版
、
製
本
工
場
の
見
学
。
午
後
は
会
議
を
続
行
し

た
。
こ
の
日
の
会
議
の
要
項
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

一
、
一
年
用
指
導
書
の
改
訂
に
つ
い
て
（
略
─
引
用
者
）

二
、
一
年
用
掛
図
に
つ
い
て
（
略
─
同
）

三
、
一
年
用
か
き
か
た
の
改
訂
に
つ
い
て
（
略
─
同
）

四
、
次
年
度
の
改
訂
に
つ
い
て

　
１
　
次
年
度
は
二
年
上
下
、
三
年
上
下
を
北
海
道
的
立
場
か
ら
全
面
的
に

改
訂
す
る
。

　
２
　
道
内
の
学
校
か
ら
、
改
訂
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
。

　
３
　
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
整
理
し
て
、
現
れ
た
意
見
を
十
分
取
入
れ
る
。

　
４
　
指
導
要
領
の
中
間
発
表
に
則
っ
て
編
集
す
る
。

　
５
　
北
海
道
版
と
い
っ
て
も
、
極
端
に
視
野
を
狭
く
す
る
こ
と
を
警
戒
す

る
。

　
６
　
北
海
道
の
絵
や
写
真
を
で
き
る
だ
け
多
数
編
集
部
に
送
る
。

　
７
　
第
一
次
原
案
は
編
集
部
で
作
成
し
、
連
盟
側
と
打
合
わ
せ
る
。

　
８
　
決
定
原
稿
の
編
集
は
八
月
末
ま
で
に
終
了
す
る
。（
以
下

　
こ
う
し
て
一
年
生
用
上
中
下
三
巻
が
昭
和
三
一
年
に
、
そ
し
て
二
・
三
年
用

各
二
冊
が
昭
和
三
二
年
に
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
四
年
生
以

上
は
、
発
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
経
緯
、
展
開
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

２
　
北
海
道
版
国
語
教
科
書
（
三
訂
版
）
の
実
態

　
三
訂
版
（
昭
和
三
一
年
度
版
）
の
実
態
と
特
色
を
見
る
た
め
、
改
訂
版
（
昭

略
）
５

和
二
九
年
度
版
）
と
三
訂
版
の
目
次
を
掲
げ
て
み
る
。

　
　
改
訂
版
（
二
九
年
度
） 

　
　
三
訂
版
（
三
一
年
度
）

「
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
改
訂
版
　
一
の
上
」

「
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
三
訂
版
　
一
の
上
」

 

　
全
面
的
に
改
稿
さ
れ
て
い
る
。

 

　
ま
さ
に
新
版
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
で
あ
る

『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
改
訂
版
　
一
の
中
』

『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
三
訂
版
　
一
の
中
』

く
に
お
さ
ん
の
う
ち
 

１
　
せ
ん
せ
い

　
う
ち
の
人
　
た
だ
い
ま
　
だ
れ
で
し
ょ
う
 

　
お
は
よ
う
　
み
て
く
だ
さ
い

　
お
み
や
げ
　
ば
ん
ご
は
ん
　
お
は
な
し
 

２
　
す
な
あ
そ
び

　
え
ほ
ん
 

３
　
う
ん
ど
う
か
い

く
に
子
さ
ん
の
う
ち
 

　
か
け
っ
こ
　
た
ま
い
れ
　
つ
な
ひ
き

　
う
ち
の
人
　
お
て
つ
だ
い
　
お
さ
ら
 

４
　
お
み
せ
ご
っ
こ

お
じ
さ
ん
の
う
ち
へ
 

５
　
お
は
な
し

　
に
ち
よ
う
び
　
こ
ん
に
ち
は
　
お
い
し
い
ね
 
　
が
っ
こ
う
の
こ
と
　
う
ら
し
ま
た
ろ
う

　
に
わ
と
り
　
ひ
よ
こ
　
川
　
う
ぐ
い
の
こ
 

６
　
お
じ
さ
ん
の
う
ち

　
お
じ
さ
ん
の
う
ち
　
さ
さ
ぶ
ね
　
ゆ
う
が
た
 
　
に
ち
よ
う
び
　
こ
ん
に
ち
は
　
お
い
し
い
ね

ど
う
ぶ
つ
え
ん
 

　
さ
よ
う
な
ら

　
ど
う
ぶ
つ
え
ん
へ
　
ろ
ば
　
く
ま
　
ぞ
う
 

７
　
こ
と
ば
あ
そ
び

 

　
し
り
と
り
　
あ
い
う
え
お
の
う
た

 

８
　
な
つ
や
す
み

 

　
ら
じ
お
た
い
そ
う
　
え
に
っ
き

 

９
　
川

 

　
川
へ
　
き
れ
い
な
水
　
う
ぐ
い

 

　
　
ど
う
ぶ
つ
の
せ
わ

１０

 

　
に
わ
と
り
　
う
さ
ぎ
　
や
ぎ
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え
ん
そ
く

１１

 

　
あ
し
た
は
え
ん
そ
く
　
い
っ
て
ま
い
り
ま
す

 

　
た
ん
ぼ
の
み
ち
　
う
み
　
お
べ
ん
と
う

『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
改
訂
版
　
一
の
下
』 
『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
三
訂
版
　
一
の
下
』

う
ん
ど
う
か
い
 

１
　
ぼ
く
じ
ょ
う

　
い
ろ
い
ろ
な
は
た
　
白
と
赤
　
つ
な
ひ
き
 

２
　
な
ぞ
な
ぞ
あ
そ
び

　
た
ま
い
れ
　
だ
る
ま
は
こ
び
　
ゆ
う
ぎ
 

３
　
お
て
つ
だ
い

え
ん
そ
く
 

　
り
ん
ご
と
り
　
だ
い
こ
ん
あ
ら
い

　
あ
し
た
は
え
ん
そ
く
　
お
て
ん
き
は
 

４
　
本

　
い
っ
て
ま
い
り
ま
す
　
し
ゅ
っ
ぱ
つ
 

　
み
ん
な
の
本
ば
こ
　
き
く
の
花
　
き
つ
ね
の

　
た
ん
ぼ
の
み
ち
　
き
し
ゃ
　
う
み
 

　
お
ん
が
え
し
　
は
ら
の
中
の
こ
と
り

　
山
の
上
　
お
み
や
げ
 

５
　
ふ
ゆ

べ
ん
き
ょ
う
 

　
ふ
ゆ
の
よ
る
　
す
き
い

　
え
ん
そ
く
の
つ
ぎ
の
日
　
み
て
く
だ
さ
い
 

６
　
お
し
ょ
う
が
つ

た
の
し
い
き
ょ
う
し
つ
 

　
ま
ゆ
だ
ま
　
年
が
じ
ょ
う

　
み
ん
な
の
つ
く
え
　
み
ん
な
の
本
ば
こ
 

７
　
さ
く
ぶ
ん

た
ん
じ
ょ
う
か
い
 

　
か
る
た
と
り
　
ば
そ
り

　
わ
た
し
は
な
ん
で
し
ょ
う
　
五
つ
の
と
び
ら
 
８
　
な
が
れ
ぼ
し

　
お
は
な
し
「
赤
い
ま
り
」 

９
　
た
ん
じ
ょ
う
か
い

か
み
し
ば
い
 

　
た
ん
じ
ょ
う
か
い
の
そ
う
だ
ん
　
あ
ん
な
い

　
ね
ず
み
の
よ
め
い
り
 

　
の
て
が
み
　
わ
た
し
は
な
ん
で
し
ょ
う

 

　
五
つ
の
と
び
ら
　
ゆ
う
ぎ
「
お
う
ま
」

 

　
お
は
な
し
「
二
ひ
き
の
や
ぎ
」

 

　
　
か
み
し
ば
い

１０

 

　
ね
ず
み
の
よ
め
い
り

『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
改
訂
版
　
二
の
上
』 
『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
三
訂
版
　
二
の
上
』

１
　
え
に
っ
き
 

１
　
よ
し
子
さ
ん
の
え
に
っ
き

２
　
ど
う
よ
う
 

２
　
あ
め
玉

　
こ
う
し
　
さ
よ
な
ら
 

　
か
た
か
な

３
　
と
も
だ
ち
の
う
ち
 

３
　
友
だ
ち

　
米
や
さ
ん
　
せ
い
ざ
い
し
ょ
　
や
お
や
さ
ん
 
　
と
こ
や
　
く
つ
　
さ
よ
な
ら

４
　
私
た
ち
の
町
 

４
　
い
っ
す
ん
ぼ
お
し

　
や
く
ば
　
ゆ
う
び
ん
き
ょ
く
　
け
い
さ
つ
し
ょ
 
５
　
村
の
み
せ
と
町
の
み
せ

　
学
校
　
し
ん
り
ょ
う
し
ょ
　
こ
う
え
ん
 

６
　
こ
と
ば
あ
そ
び

　
こ
う
み
ん
か
ん
　
と
し
ょ
か
ん
　
え
き
 

　
い
の
字
あ
そ
び
　
は
ん
た
い
こ
と
ば

５
　
こ
と
ば
あ
そ
び
 

７
　
山
の
一
本
ば
し

　
い
の
字
あ
そ
び
　
な
き
声
あ
そ
び
 

８
　
夏
休
み

　
な
か
よ
し
こ
と
ば
 

　
夏
休
み
に
な
っ
た
ら
　
夏
休
み
の
や
く
そ
く

６
　
お
と
ぎ
ば
な
し
 

　
夏
休
み
が
す
ん
で

　
い
っ
す
ん
ぼ
う
し
 

９
　
ど
ん
ぐ
り
ぼ
う
や

７
　
げ
き
 

　
　
か
ん
字
カ
ー
ド

１０

　
ゆ
う
び
ん
や
さ
ん

８
　
ど
う
話

　
く
り
の
き
ょ
う
だ
い

『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
改
訂
版
　
二
の
下
』 
『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
三
訂
版
　
二
の
下
』

１
　
み
じ
か
い
文
 

１
　
お
て
つ
だ
い

　
き
ん
ぎ
ょ
ば
ち
　
ダ
リ
ア
の
花
　
め
じ
ろ
 

　
だ
い
ず
お
と
し
　
せ
き
た
ん
は
こ
び

　
ま
め
も
ぎ
　
に
わ
　
オ
ー
ト
バ
イ
 

　
だ
い
こ
ん
ぬ
き
　
バ
タ
ー
こ
う
ば

２
　
新
し
い
友
だ
ち
 

２
　
空

　
新
し
い
家
　
さ
あ
い
き
ま
し
ょ
う
 

３
　
か
ぐ
や
ひ
め

　
な
か
よ
く
あ
そ
ぼ
う
 

　「
か
ぐ
や
ひ
め
」
の
か
み
し
ば
い

３
　
は
た
ら
く
人
 

４
　
か
た
か
な
カ
ー
ド
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せ
ん
ろ
の
お
じ
さ
ん
　
あ
み
引
き
 

５
　
冬
の
あ
そ
び

４
　
お
話
 

　
さ
か
作
り
　
そ
り
あ
そ
び
　
か
る
た
作
り

　
か
ぐ
や
ひ
め
 

６
　
雪
人
ぎ
ょ
う

５
　
お
正
月
の
あ
そ
び
 

７
　
雪
の
ほ
ら
あ
な

　
い
ろ
は
が
る
た
　
そ
り
す
べ
り
 

８
　
ひ
な
ま
つ
り

６
　
学
げ
い
会
 

９
　
に
し
ん
り
ょ
う

　
そ
う
だ
ん
　
あ
ん
な
い
の
手
紙
　
学
げ
い
会
 
　
　
カ
ー
ド
あ
そ
び

１０

７
　
ど
う
話

　
北
風
と
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

８
　
よ
び
か
け

　
春
を
さ
が
し
に

『
小
学
国
語
　
改
訂
版
　
三
の
上
』 

『
小
学
国
語
　
三
訂
版
　
三
の
上
』

１
　
新
し
い
教
室
 

１
　
春
の
し

　
三
年
生
に
な
っ
て
　
手
紙
 

　
と
け
い
台
　
春

２
　
春
の
詩
 

２
　
お
じ
い
さ
ん
の
話

　
春
　
さ
く
ら
土
手
 

３
　
一
ろ
う
さ
ん
の
動
物
え
ん

３
　
名
人
の
話
 

４
　
動
物
の
話

　
ふ
え
の
名
人
　
わ
ざ
く
ら
べ
　
ね
ず
み
の
絵
 
　
ぞ
う
の
話
、
あ
り
の
国

４
　
動
物
の
話
 

５
　
か
た
か
な
で
書
く
こ
と
ば

　
お
み
や
げ
　
人
を
助
け
る
犬
　
ぞ
う
の
話
 

６
　
外
国
の
ど
う
話

５
　
か
ん
さ
つ
 

　
金
の
さ
か
な
　
は
だ
か
の
王
さ
ま

　
き
ゅ
う
り
は
ど
の
よ
う
に
成
長
す
る
か
 

７
　
あ
さ
が
お
の
日
記

６
　
童
話
 

８
　
学
級
文
集

　
金
の
さ
か
な
　
風
車
 

　
か
や
　
さ
か
な
と
り
　
さ
っ
ぽ
ろ
へ
行
っ
た

７
　
げ
き
 

　
こ
と
　
や
さ
い
畑

　
つ
り
ば
り
の
ゆ
く
え
 

９
　
お
話
会

 

　
ラ
ッ
パ
　
馬
と
お
お
か
み

 

　
　
か
ん
字
の
き
ょ
う
し
つ

１０

『
小
学
国
語
　
改
訂
版
　
三
の
下
』 

『
小
学
国
語
　
三
訂
版
　
三
の
下
』

１
　
川
の
歌
 

１
　
学
級
文
庫

　
川
の
あ
か
ん
ぼ
う
　
川
は
大
き
く
な
る
 

２
　
名
人
の
話

　
川
は
働
く
　
ダ
ム
 

　
ふ
え
の
名
人
　
わ
ざ
く
ら
べ
　
あ
ぶ
ら
売
り

２
　
か
ん
さ
つ
 

　
の
お
じ
い
さ
ん

　
私
の
か
ん
さ
つ
日
記
 

３
　
川
の
歌

３
　
か
べ
新
聞
 

　
川
の
ゆ
く
え
　
ダ
ム

　
な
か
よ
し
新
聞
第
一
号
 

４
　
か
べ
新
聞

４
　
シ
ナ
リ
オ
 

５
　
む
か
し
の
と
け
い

　
か
か
し
 

６
　
こ
と
ば
の
力

５
　
お
話
会
 

７
　
手
紙

　
お
さ
る
の
め
が
ね
　
馬
と
お
お
か
み
 

　
北
海
道
か
ら
東
京
へ

６
　
こ
と
ば
 

　
東
京
か
ら
北
海
道
へ

　
こ
と
ば
の
力
 

８
　
小
さ
い
神
様

７
　
げ
き
 

９
　
ふ
く
じ
ゅ
そ
う
に
な
っ
た
め
神

　
か
え
る
 

　
　
か
ん
字
の
教
室

１０

８
　
童
話

　
お
月
さ
ま
の
し
た
話
　
ち
ん
ち
ん
こ
ば
か
ま

　
一
目
瞭
然
、
北
海
道
改
訂
版
と
大
き
く
変
わ
っ
て
い
る
。
三
訂
版
と
は
言
い

な
が
ら
、
ま
さ
に
新
版
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど
の
大
改
革
で
あ
っ
た
。

　
特
に
大
き
く
変
わ
っ
た
の
は
、「
一
の
上
」
で
あ
る
。「
一
の
上
」
の
末
尾
に

「
教
師
と
両
親
の
ペ
ー
ジ
」
が
あ
っ
て
、
こ
こ
に
教
科
書
の
イ
メ
ー
ジ
が
コ
ン
パ

ク
ト
に
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
さ
く
は
な
る
が
引
用
し
て
お
く
。

─　　─３５
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な
お
、
教
科
書
最
終
ペ
ー
ジ
の
「
あ
と
が
き
」
に
は
、
こ
の
教
科
書
の
性
格

等
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

１
　
こ
の
本
は
、
学
習
指
導
要
領
に
準
拠
し
て
作
ら
れ
た
小
学
校
国
語
科
用

教
科
書
で
あ
り
ま
す
が
、
全
国
的
視
野
に
た
つ
と
と
も
に
、
地
方
の
特
性

に
応
じ
う
る
よ
う
十
分
に
考
慮
し
ま
し
た
。

２
　
こ
の
教
科
書
は
、
さ
き
に
刊
行
さ
れ
た
藤
村
作
・
北
海
道
国
語
教
育
連

盟
共
編
『
改
訂
・
小
学
国
語
』
を
基
本
と
し
、
現
場
に
お
け
る
実
際
使
用

の
反
省
に
も
と
づ
い
て
、
よ
り
効
果
的
な
国
語
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
と

い
う
立
場
か
ら
、
さ
ら
に
補
訂
を
く
わ
え
た
三
訂
版
で
あ
り
ま

　
こ
の
『
小
学
国
語
』（
三
訂
版
）
の
大
胆
な
改
革
に
対
し
て
、
連
盟
内
部
で
編

集
に
か
か
わ
っ
た
本
間
留
次
郎
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
三
十
一
年
度
版
は
全
く
北
海
道
の
教
科
書
に
な
り
き
っ
て
い
る
が
、

そ
の
中
か
ら
特
に
関
係
の
深
い
も
の
を
拾
っ
て
見
る
と
、

・
一
の
上
で
は
、「
学
校
」
が
北
海
道
の
も
の
を
ス
ケ
ッ
チ
し
て
そ
こ
か
ら

描
き
出
し
て
い
る
こ
と
。
季
節
に
あ
わ
せ
て
服
装
等
に
留
意
し
、
四
月
の
終

り
頃
で
は
長
ズ
ボ
ン
を
は
か
せ
て
あ
り
、
五
月
に
入
っ
て
、
始
め
て
桜
を
掲

載
し
て
あ
る
こ
と
。

・
一
の
中
で
は
、
ま
ず
目
次
の
カ
ッ
ト
が
、
鈴
蘭
で
つ
つ
み
、
前
に
秋
に

あ
っ
た
運
動
会
の
教
材
を
五
月－

六
月
に
も
っ
て
来
た
こ
と
。
初
夏
か
ら
夏

に
か
け
て
の
風
景
に
は
ポ
プ
ラ
の
遠
景
等
を
背
し
て
、
北
海
道
の
原
野
の
表

現
に
意
を
用
い
て
い
る
こ
と
。

・
一
の
下
で
は
、
目
次
の
熊
百
態
を
出
し
、「
一
牧
場
」
か
ら
進
む
よ
う
に
編

集
さ
れ
て
お
り
、
本
道
の
牧
畜
農
業
の
姿
が
子
ど
も
な
り
に
わ
か
る
よ
う
に
、

サ
イ
ロ
等
も
た
く
み
に
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。「
お
て
つ
だ
い
」
で
「
り
ん
ご

す
。
６

と
り
」、「
だ
い
こ
ん
あ
ら
い
」
等
の
本
道
の
様
子
。「
ふ
ゆ
」─
冬
の
夜
、
ス

キ
ー
…
…
馬
橇
等
々
の
教
材
が
の
っ
て
い
る
こ
と
も
北
海
道
の
教
科
書
と
し

て
は
親
し
み
深
い
な
つ
か
し
い
も
の
と
な
っ
た
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
三
十
一
年
度
版
の
編
集
会
議
を
お
え
て
、
寧
ろ
、
教
科

書
検
定
委
員
が
通
す
か
と
心
配
し
た
く
ら
い
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
所
謂
内
地

と
は
凡
そ
考
え
ら
れ
な
い
。
内
地
に
居
住
す
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
季
節
な

り
風
土
な
り
を
無
視
し
た
教
科
書
で
あ
り
、
こ
れ
が
北
海
道
版
で
あ
る
こ
と

を
知
ら
な
い
で
検
定
す
る
時
は
オ
ミ
ッ
ト
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　
私
た
ち
は
、
こ
の
一
月
上
京
し
て
、
ま
た
文
部
省
最
近
の
教
科
書
検
定
方

針
等
を
勘
案
し
て
、
ま
す
ま
す
本
道
教
科
書
の
必
要
性
と
価
値
を
痛
感
さ
せ

ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
こ
の
度
、
全
道
の
各
校
か
ら
、
現
在
教
科
書
に
対
す

る
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
に
と
っ
て
い
る
の
も
、
北
海
道
の
教
科
書
は
、
私
た

ち
教
育
実
際
家
の
手
に
よ
る
教
科
書
を
作
ろ
う
と
す
る
意
途
に
言
っ
た
も
の

マ
 
マ

で
あ

　
し
か
し
、
こ
う
し
た
三
訂
版
の
斬
新
な
試
み
も
、
三
年
生
の
編
集
・
発
行
を

最
後
に
打
ち
切
り
と
な
っ
た
。
折
し
も
教
科
書
問
題
が
浮
上
し
、
地
方
版
教
科

書
の
発
行
を
認
め
な
い
と
い
う
新
事
態
が
出
現
し
た
か
ら
で
あ
る
。

３
　『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
』（
四
年
～
六
年
）
の
刊
行

　
三
訂
版
の
編
集
・
発
行
は
、
三
年
生
ま
で
で
停
止
し
た
。
そ
れ
で
は
、
四
年

生
以
上
の
教
科
書
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？
　
検
定
教
科
書
と
し
て
は
継
続
で
き

な
く
な
っ
た
た
め
、
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
と
教
育
出
版
と
は
、
こ
れ
に
代
わ

る
（
補
う
）
も
の
と
し
て
『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
』（
四
年
～
六

る
。
７
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年
）
を
刊
行
し
た
。
そ
の
「
ま
え
が
き
」
に
、
本
資
料
集
編
集
・
発
行
の
趣
旨

が
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
間
の
経
緯
が
わ
か
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
は
、
教
育
出
版
の
『
標
準
小
学
国
語
』
に
準
拠
し
て
編
ま
れ
た
北
海

道
用
の
補
助
資
料
集
で
す
。

　
国
語
の
学
習
指
導
を
、
い
き
い
き
と
、
し
か
も
豊
か
に
展
開
し
て
い
く
た

め
に
は
、
国
語
教
材
の
選
定
に
き
び
し
い
目
を
む
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
が
現
に
お
か
れ
て
い
る
風
土
や
社
会
と
無
関
係
に
え
ら
ば
れ
た

資
料
だ
け
に
よ
っ
て
、
現
実
に
根
を
お
ろ
し
た
人
間
形
成
が
い
と
な
ま
れ
よ

う
は
ず
も
あ
り
ま
せ
ん
。『
標
準
小
学
国
語
』
は
、
全
国
共
通
の
要
求
を
み
た

す
べ
く
編
集
さ
れ
た
教
科
書
で
す
。
こ
れ
を
使
用
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
て
、
指
導
内
容
を
具
体
化
し
、
ま
た
発
展
さ
せ
て
い
け
る
よ
う
な
補

助
資
料
が
ほ
し
い
。
そ
う
い
う
要
望
が
北
海
の
子
の
教
育
を
熱
心
に
考
え
る

マ
 
マ

教
師
た
ち
の
あ
い
だ
に
、
提
起
さ
れ
た
の
で
す
。

　
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
は
、
い
ち
は
や
く
こ
れ
を
と
り
あ
げ
、
資
料
の
収

集
と
、
そ
の
組
織
化
の
し
ご
と
に
着
手
さ
れ
、
こ
こ
に
、
四
、
五
、
六
年
用

の
三
巻
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。
教
科
書
と
の
同
時
併
用
に
よ
っ
て
、
こ
の

本
の
意
義
が
よ
く
は
た
さ
れ
ま
す
こ
と
を
、
こ
い
ね
が
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

つ
ぎ
に
、
編
集
に
あ
た
っ
て
と
っ
た
方
針
や
、
留
意
点
を
掲
げ
て
お
き
ま
す
。

◇
こ
の
本
は
、
教
師
用
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
に
直

接
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
残
念
で
す
が
、
読
ん
で
聞
か
せ
た
り
、

板
書
し
て
読
ま
せ
た
り
、
プ
リ
ン
ト
し
て
あ
た
え
た
り
、
い
ろ
い
ろ
の
方

法
に
よ
っ
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
こ
の
本
の
組
み
立
て
は
、『
標
準
小
学
国
語
』
の
単
元
構
成
と
な
る
べ
く
歩

調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
し
て
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、（
　
）
を
つ

け
て
書
い
て
あ
る
の
は
、
同
教
科
書
の
単
元
名
で
す
。

◇
教
科
書
に
組
織
さ
れ
た
単
元
の
な
か
に
は
、
と
く
に
地
域
的
教
材
を
必
要

と
し
な
い
性
質
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
場
合
は
、
む
ろ
ん
、
こ

の
書
で
と
く
に
資
料
を
掲
げ
る
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

◇
反
対
に
、
教
科
書
に
は
単
元
と
し
て
設
け
ら
れ
て
い
な
く
て
も
、
北
海
道

の
国
語
指
導
と
い
う
立
場
か
ら
、
ど
う
し
て
も
こ
う
い
う
資
料
を
あ
た
え

た
い
、
と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
と
き
は
、
タ
イ
ト
ル
の
下
の

（
　
）
に
、「
特
設
単
元
」
と
う
た
っ
て
あ
り
ま
す
。（
以
下

　
傍
線
を
付
し
た
部
分
に
、
本
資
料
編
集
の
本
音
が
う
か
が
え
よ
う
。
も
し
三

訂
版
の
発
行
が
四
年
生
以
上
に
も
予
定
通
り
継
続
で
き
て
い
た
な
ら
ば
、
お
そ

ら
く
こ
の
資
料
集
に
収
め
ら
れ
た
多
く
の
教
材
が
採
録
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
四
年
～
六
年
、
そ
れ
ぞ
れ
目
次
を
掲
げ
て
お
く
。

■『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
　
四
年
』

一
　
わ
た
し
た
ち
の
詩

　
ふ
き
の
と
う
　
子
め
ん
よ
う
　
夜
の
ジ
ー
ゼ
ル
カ
ー
　
学
校
に
お
く
れ
る
　

当
番
の
金
賞

二
　
民
族
童
話

　
オ
キ
ク
ル
ミ
神
の
あ
ま
く
だ
り
　
月
男

三
　
ダ
ム
の
見
学

　
ダ
ム
を
見
学
し
て
　
そ
の
一
　
　
ダ
ム
を
見
学
し
て
　
そ
の
二

四
　
夏
休
み
の
計
画

　
夏
休
み
の
計
画
　
都
市
　
農
村
　
漁
村

五
　
物
語

略
）
８
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や
か
ん
ぐ
ま
　
父
の
遺
命
に
ふ
る
い
た
っ
た
少
年
の
話

六
　
学
級
新
聞

　
家
庭
　
学
校
代
表
が
洞
爺
丸
に
　
お
知
ら
せ
　
た
の
し
み
ペ
ー
ジ

七
　
物
語

　
最
上
徳
内

八
　
動
物
の
詩

　
す
ず
め
　
ゆ
き
虫
　
犬
　
ぶ
た
　
馬

九
　
手
紙

　
北
海
道
か
ら
東
京
へ
　
東
京
か
ら
北
海
道
へ

十
　
ラ
ジ
オ
国
語
教
室

　
北
海
道
方
言
と
共
通
語

十
一
　
北
海
道
を
ひ
ら
い
た
人

　
渡
辺
か
ね

十
二
　
学
級
文
集

　
麦
か
り
　
お
か
あ
さ
ん
の
手
　
日
記
　
も
う
ち
ょ
う
に
な
っ
て
　
先
生
へ

■『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
　
五
年
』

一
　
北
海
道
の
詩

　
父
の
手
　
明
か
る
い
島
　
石
炭
を
拾
う
老
婆
　
ノ
サ
ッ
プ
岬
に
て

二
　
大
雪
山
と
く
ま

　
大
雪
山
へ
の
道
　
や
ま
ご
た
ち
と
く
ま

三
　
北
海
道
の
伝
説
と
昔
話

　
ト
ー
ロ
湖
の
ペ
カ
ン
ベ
　
江
差
の
姥
神
さ
ま
　
き
き
ん
を
救
う
ア
イ
ヌ
ラ
ッ

ク
ル

四
　
夏
休
み
の
読
書

　
北
海
道
の
む
か
し
話
　
地
し
ん
の
た
ね
　
か
き
の
木
の
あ
る
家

五
　
記
録
文

　
死
ん
だ
ら
い

毅

毅

　
出
版
部
の
仕
事

六
　
旅
行
記

　
汽
車
の
ま
ど
か
ら

七
　
学
級
文
集

　
父
　
か
ぼ
ち
ゃ
　
石
炭
拾
い
　「
南
極
大
陸
を
見
て
」　
く
も

八
　
北
の
た
よ
り
　
南
の
た
よ
り

　
北
の
た
よ
り
　
南
の
た
よ
り

九
　
放
送
げ
き

　
じ
ゅ
ん
さ
い
の
さ
く
ぬ
ま

■『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
　
六
年
』

一
　
ぼ
く
は
い
そ
が
し
い

　
ぼ
く
は
い
そ
が
し
い
　
馬
　
雪
み
ち
を
あ
る
い
て
い
る
と
　
さ
い
は
て
の
　

教
室
　
学
級
子
ど
も
会
　
き
り
わ
ら
切
り
　
に
し
ん
船
　
冬
山

二
　
春
待
つ
心

　
北
海
道
の
春

三
　
新
聞
と
放
送

　
北
海
道
新
聞
の
歴
史
　
新
聞
が
で
き
る
ま
で
　
放
送
の
形
式
　
放
送
の
台
本

四
　
ラ
ジ
オ
小
学
生
新
聞

　
ま
り
も
　
札
幌
の
車
の
う
つ
り
か
わ
り

五
　
物
語
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島
の
灯
台

六
　
見
学
と
旅
行

　
魚
市
場
　
漁
業
の
基
地
　
十
勝
平
原
　
丹
頂
鶴
　
根
釧
原
野

七
　
郷
土
史

　
わ
た
し
た
ち
の
北
海
道

八
　
映
画

　
に
し
ん
漁

九
　
伝
記

　
本
多
新

十
　
卒
業
記
念
文
集

　
未
来
　
思
い
出
　
時
計
台
　
自
然
の
力
　
す
だ
つ
ひ
と
声

　
こ
う
し
て
、
こ
の
時
、
北
海
道
で
は
、
国
語
教
科
書
発
行
の
停
止
を
補
う
も

の
と
し
て
、「
北
海
道
」
色
の
濃
い
、「
地
域
読
本
」
と
で
も
言
っ
て
よ
い
よ
う

な
資
料
編
を
発
行
し
た
の
で
あ
る
。

　
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
が
、
お
そ
ら
く
三
訂
版
の
教
科
書
原
案
と
で
も
言

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
日
の
目
を
見
な
か
っ
た
幻
の
国
語
教

科
書
（
四
年
～
六
年
）
の
目
次
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
想
定

が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
三
訂
版
の
完
結
は
見
な
か
っ
た
も
の
の
、
そ
の
精
神
は

こ
う
し
た
形
で
曲
が
り
な
り
で
は
あ
る
が
結
実
し
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
こ

う
し
て
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
は
、
後
に
も
先
に
も
な
い
、
検
定
教
科

書
に
お
け
る
一
つ
の
特
異
な
、
歴
史
的
な
で
き
ご
と
と
し
て
出
現
し
た
の
で
あ
っ

た
。

お
わ
り
に

　
以
上
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
「
北
海
道
版
小
学
校
国
語

教
科
書
」
は
、
地
方
版
国
語
教
科
書
と
し
て
極
め
て
意
欲
的
に
取
り
組
ま
れ
、

そ
の
成
果
を
示
し
た
国
語
教
科
書
で
あ
っ
た
。
１［
成
立
の
経
緯
］、
２［
種
類
］、

３［
内
容
〕、
４［
特
色
］
の
四
つ
の
観
点
で
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

１
　［
成
立
の
経
緯
］

　
北
海
道
で
は
、
自
然
環
境
（
季
節
・
気
候
・
生
産
物
）、
社
会
環
境
（
行
事
・

習
俗
）
な
ど
が
本
州
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
常
に
「
北
海
道
に
は
北
海
道
の
実

状
に
即
し
た
国
語
教
科
書
を
」
と
い
う
切
実
な
要
求
が
あ
っ
た
。
全
国
を
対
象

と
し
て
編
纂
さ
れ
る
教
科
書
（
特
に
定
教
科
書
）
で
は
こ
の
不
満
は
大
き
く
、

北
海
道
の
教
師
は
北
海
道
版
教
科
書
の
実
現
を
強
く
希
望
し
て
い
た
。
折
し
も

昭
和
二
〇
年
代
半
ば
、
教
科
書
制
度
が
国
定
制
か
ら
検
定
制
に
切
り
替
わ
っ
て

一
教
科
に
複
数
の
教
科
書
が
編
纂
・
発
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
に
よ
っ

て
、
北
海
道
の
長
年
の
悲
願
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

２
　［
種
類
］

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
の
が
、
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書

（
正
式
名
称
は
『
小
学
国
語
』、（
１
）
二
八
年
度
初
版
、（
２
）
二
九
年
度
改
訂

版
、（
３
）
三
一
年
度
三
訂
版
の
三
種
類
─
い
ず
れ
も
藤
村
作
・
北
海
道
国
語
教

育
連
盟
編
、
教
育
出
版
発
行
、
─
総
計
三
三
冊
で
あ
っ
た
。
二
八
年
度
初
版
、

二
九
年
度
改
訂
版
は
、
一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
の
全
学
年
で
編
纂
・
発
行
さ

れ
た
（
そ
れ
ぞ
れ
一
三
冊
）。
三
一
年
度
三
訂
版
は
、
三
年
生
ま
で
の
七
冊
が
発

行
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
地
方
版
教
科
書
を
認
め
な
い
と
い
う
政
治
決
断
が
な
さ
れ

─　　─４０



た
た
め
、
四
年
生
以
上
の
発
行
は
停
止
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
間
、
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
は
、
文
字
通
り
北
海
道
の
国
語
教

科
書
と
し
て
北
海
道
全
域
で
採
択
さ
れ
、
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
影
響
を
受
け
て
、

中
学
校
国
語
教
科
書
で
も
北
海
道
版
が
検
討
さ
れ
た
が
、
実
現
し
な
か
っ
た
。

こ
の
斬
新
な
試
み
も
、
小
学
校
に
と
ど
ま
っ
た
。

３
　［
内
容
］

　
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
は
、「
全
国
」
に
視
野
を
持
ち
つ
つ
、「
北
海

道
」
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
二
八
年
度
初
版
、
二
九
年
度
改

訂
版
は
、
北
海
道
の
実
態
に
合
う
よ
う
に
全
国
版
「
小
学
国
語
」
の
挿
絵
・
素

材
を
北
海
道
用
に
改
編
し
た
。
三
一
年
度
三
訂
版
は
、
さ
ら
に
積
極
的
に
北
海

道
色
を
出
そ
う
と
し
て
教
材
の
改
編
を
断
行
し
、
一
大
変
革
と
も
言
う
べ
き
も

の
に
な
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
三
一
年
度
三
訂
版
は
、
本
格
的
な
北
海
道
版
小

学
校
国
語
教
科
書
を
意
図
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

　
四
年
生
以
上
の
教
科
書
作
成
は
上
記
の
事
情
で
不
可
能
に
な
っ
た
が
、
そ
の

精
神
は
、『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
』（
四
年
～
六
年
）
で
継
続
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
児
童
向
け
の
も
の
は
作
成
で
き
な
い
の
で
、
あ
く
ま
で

教
師
向
け
と
し
て
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
た
と
え
ば
、「
民
族
童
話
─
オ

キ
ク
ル
ミ
神
の
あ
ま
く
だ
り
、
月
男
─
」
な
ど
の
ア
イ
ヌ
童
話
、
北
海
道
開
拓

の
基
礎
を
確
立
し
た
「
最
上
徳
内
」
の
探
検
物
語
、
あ
る
い
は
「
手
紙
─
北
海

道
か
ら
東
京
へ
、
東
京
か
ら
北
海
道
へ
─
」
と
い
う
近
況
報
告
（
手
紙
）
文
、

さ
ら
に
は
「
北
海
道
を
ひ
ら
い
た
人
─
渡
辺
か
ね
─
」（
以
上
、
四
年
）
と
、
地

方
版
教
科
書
の
継
続
が
許
さ
れ
て
い
れ
ば
、
お
そ
ら
く
採
録
さ
れ
た
で
あ
ろ
う

作
品
・
文
章
が
数
多
く
収
載
さ
れ
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
は
、
北
海
道
の
自
然
・
生
活
・
産

業
を
中
心
に
、
説
明
文
・
童
話
・
詩
・
伝
記
・
紀
行
文
な
ど
の
表
現
形
式
で
記

述
さ
れ
た
。「
北
海
道
に
は
北
海
道
に
ふ
さ
わ
し
い
国
語
教
科
書
」
と
い
う
北
海

道
国
語
教
師
の
悲
願
が
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

４
　〔
特
色
〕

　
検
定
教
科
書
の
多
く
は
、
い
わ
ゆ
る
全
国
版
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
中
で
、

複
数
の
教
科
書
が
発
行
さ
れ
る
検
定
制
度
下
で
は
、
そ
の
特
色
あ
る
試
み
の
一

つ
と
し
て
、「
全
国
」
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、「
地
域
」
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た

教
科
書
を
発
行
す
る
こ
と
も
そ
の
一
つ
の
選
択
肢
と
な
っ
た
。
た
だ
、「
地
域
に

寄
り
添
お
う
と
す
る
こ
と
」
は
、
そ
れ
だ
け
「
全
国
」
版
と
し
て
は
ハ
ン
デ
ィ

を
背
負
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
北
海
道
版
小
学
校
国
語

教
科
書
は
編
集
・
発
行
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
北
海
道
で
は
圧
倒
的
に
多
く
採

択
さ
れ
た
。
教
科
書
を
編
集
し
た
側
（
北
海
道
に
即
し
た
教
科
書
）
も
、
ま
た

発
行
し
た
側
（
北
海
道
で
十
分
な
教
科
書
採
択
）
も
、
共
に
満
足
し
た
で
あ
ろ

う
。

　
昭
和
二
〇
年
代
、
戦
後
検
定
教
科
書
ス
タ
ー
ト
期
は
、
あ
る
意
味
、
工
夫
さ

れ
た
国
語
教
科
書
が
発
行
さ
れ
た
時
期
で
あ
っ
た
。
前
稿
で
触
れ
た
信
濃
教
育

会
発
行
の
国
語
教
科
書
（『
国
語
』）
も
地
方
版
国
語
教
科
書
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

中
・
高
等
学
校
で
は
、「
総
合
版
」
と
並
行
し
て
「
言
語
編
」・「
文
学
編
」
と

い
っ
た
領
域
別
（
分
冊
型
）
の
国
語
教
科
書
も
編
集
・
発
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で

見
て
き
た
北
海
道
版
小
学
校
国
語
教
科
書
（
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
集
、
教
育

出
版
発
行
）
も
国
語
教
科
書
史
上
、
戦
後
期
検
定
教
科
書
制
度
下
に
お
け
る
地

方
版
国
語
教
科
書
と
し
て
、
特
色
あ
る
国
語
教
科
書
の
試
み
で
あ
っ
た
と
言
え

よ
う
。
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注１
　「
北
海
道
国
語
教
育
」
第
六
号
、
昭
二
八
・
一
・
二
〇
、
七
ペ
ー
ジ

２
　
三
浦
一
「
教
科
書
作
り
」、
北
海
道
国
教
育
連
盟
『
北
海
道
国
語
教
育
十
五

年
の
あ
ゆ
み
』、
昭
三
七
・
五
、
五
一
～
五
二
ペ
ー
ジ

３
　「
北
海
道
国
語
教
育
」
第
一
一
号
、
昭
三
〇
・
三
・
五
、
一
ペ
ー
ジ

４
　
３
に
同
じ
。
一
ペ
ー
ジ

５
　
３
に
同
じ
。
二
～
三
ペ
ー
ジ

６
　『
し
ょ
う
が
く
こ
く
ご
　
一
の
上
』（
三
訂
版
、
教
育
出
版
）、
昭
三
一
・
一

二
、
二
八
～
三
一
ペ
ー
ジ

７
　「
私
た
ち
の
手
に
な
っ
た
北
海
道
の
国
語
教
科
書
」、
３
に
同
じ
、
五
ペ
ー

ジ
８
　
北
海
道
国
語
教
育
連
盟
『
標
準
　
小
学
国
語
　
北
海
道
資
料
編
』（
四
年
・

五
年
・
六
年
）、
昭
三
三
・
五
、
教
育
出
版
、
四
ペ
ー
ジ

（
広
島
大
学
）
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